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6回目 if文と if else文

温 今日の講義で学ぶ内容 斐

・ 関係演算子

・ if文と:if～else文

・ if文の入れ子

|11111:1■ ■   関係演算子   ■ ■■ :=■ |

関係演算子  =,!=,>,>=,く ,く= 2つ のオペランド間の関係を評価して、

真(true)ま たは偽(falSe)を判断します

演算結果は boolean型です
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たとえば、

・加算演算子では ■+2の演算結果

は 3で数値ですが、

・関係演算子では ■==■ の演算結果

は trueで論理値です

関係演算子とその意味

a==b      bが aに等しいとき trueとなります

それ以外では falseとなります

a !〓 b      bが aに等し<ないとき trueとなります

それ以外では falseとなります

a> b      bよ り aが大きいとき trueとなります

それ以外では falseとなります

a>=b      bよ り aが大きいか等しいとき trueとなります

それ以外では falseとなります

aく  b      bよ り aが小さいとき trueとなります

それ以外では falseとなります

aく=b      bよ り aが小さいか等しいとき trueとなります

それ以外では falseとなります
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D"=="|ま 関係演算子で等価を表し、"="は代入演算子で代入を表します

D3つ の関係演算子 !〓 >= く=のイコールはすべて右側に書きます
左右を逆にしたコードをコンパイルすると、

「式の開始が不正です」や「型の開始が不正です」

などのコンパイルエラーになりますので注意しましょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample6_1.java

実行画面

bO=false, bl=true, b2=trueJ b3=false

//関係演算子

class Sample6_

{

public static void main(string[]args)

{

boolean bO, bl, b2, b3j

int i■=1, i2=10」

double dl=2.5, d2=5.0」

伝 |,こ ::『郡 !菱撥
イギλ′

僣れlly~

ひヽ

〃 i2は i■ より大きいので true

C=(11く i2)3

//d2*2と i2は等 しいので true

q著
話 嘔 青

璽

琴 菱 P)」

//すべての括3111を 外し =i2==d2*2」 としても演算子の優先順位より

//乗算→関係演算→代入の順番で演算が行われるため問題ありませんが

//このように不明確な場合は括弧で優先順位を明示したほうが無難でしょう

σ

li:::[:ii::]:1:][lue｀ それ d二 falSe lま 等デしくなさい(ので falSe

System.out.println(3bO=■ +bo+‖ , bl=‖ +b■ +‖ , b2=::+b2+:〕 , b3=::+b3)3

関係演算子を用いた式を評

価する場合も算術演算子と

同様にオペランドの型の拡

大変換が行われます

ただし、

演算結果は boolean型です

関係演算子と代入演算子

代入演算子
‖
="はイコールが

■つで、関係演算子
‖
==‖ はイ

コールが 2つです

FE35違 えないようにしましょう人憾 ムだッコi3
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if文

条件判断文 ■ if文

条件が trueの場合、文を処理します

条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

例えば、aく b、 al=5など

if(日 )図

コー ド例 l if(aく 3)System.Out.println(a)3

9文 が記述できる場所には複数の文のまとまりと

なる {}(プロック)を記述できます

※文は 3(セミコロン)で終わる個々の単一の処理や命令のことです (2回目の講義を参照)

if文は次のように記述することもできます

肝(日){□ □ …}

膨 コード上の改行やスペース、タブ、改頁は処理に影響を与えません

ただし、字句を区切る役害」は持ちますので、

・キーワードや識別子、文字列リテラルなどまとまりある単語の途中に入れたり、

たとえば、o doubleう x doub le

・キーワードや識別子を空白なしで続けて書くとコンパイルエラーになります

たとえば、o int a3→ x intaj

け 改行やスペース、タブ、改頁のことをホワイトスペース (動 itespace)といいます

Dホ ワイトスペースを上手に用いて、見やすくなるようにコードを工夫しましよう

たとえば、if文は次のように書<と分かりやすいでしよう

if(図 )

{

□
□
‥
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import java.io.

class Sample6_

{

public static void main(String[]argS

{

throws 10Exception

フ/キーボード入力の準備
BufferedReader br」

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))3

int i3

System.out.println(‖ 整数 を入力 して ください。

i=Integeroparselnt(br・ readLine())」

//入力された値を if文で判断し、1であればブロツク内を処理する

if(i==1)

{

System.outoprintln(‖ 1が入力されました。
‖
)j

system.outoprintln(・ 1が選択されました。
‖
)3

}

System.out.println(‖ 処理を終了します。
‖
)3

t演負聾 q…
Iレ ■●住

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample6_2.java

実行画面 2

整数を入力してください。

2  g勇フ

処理を終了します。

実行画面 1

整数 を入力 して ください。

1  優〔P

lが入力されました。

1が選択されました。

処理を終了します。
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餞 次にように if文を記述するとどうなるでしようか
'

//if文のよくあるミス

class Sample6__

{

public static void

{

int i=0」

main(String[]argS)

//if文のプロック {}を忘れたら?
if(i==1)

system.outoprintln(・ 1が入力されました。

system.out.println(‖ 1が選択されました。

System.out.println(‖ 処理を終了します。¥n‖ )」

〃 if文ブロック前に 3(セミコロン)を入れてしまつたら?
if(i==2)3

{

system.out.println(・ 2が入力されました。
‖
)5

System.out.println(・ 2が選択されました。
‖

)」

}

system.out.println(“ 処理を終了します。")」

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわる処理

です。単独のセミコロンは処

理のない空の文です

条件が真のときに実行する文

が空の文と解釈されます

次に続くブロックは if文と

は関係のない通常の文です

if文のプロック {}がない場合

次の ■文が if文の条件が真のとき

に実行する文と解釈されます

実行画面

■が選択されました。

処理を終了します。

2が入力されました。

2が選択されました。

処理を終了します。

し このようなミスは、]avaの文法的には間違いではないためコンパイラエラーとして発見

されることはありません。このようなエラーを論理エラーといいます。

論理エラーを防ぐために、読みやす<分かり易いコー ドを書<ことを心がけましょう l!
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if～else文

コー ド例 l if(aく =0)a=03 else

条件判断文 2 if～else文

条件が trueの場合、文 ■を処理し、

条件が falseの場合、文 2を処理します

条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

例えば、aく b、 al=5など

if(医□)[=ヨ else□

釉塾
ゝelseは「条件が満たされなかつた場合」という意味ですので、elseの直後に

■ if(aく =0)a=lj else(a>0)a=o3
とすると、「文ではありません」というコンパイルエラーになりますので注意 しましょう

if～else文はプロックを用いて次のように記述することもできます

if(医□){反・AI陳 ■BI… }else{反 2A I陳 2B I… }

または

if(図 )

{

回
回
‥}

else

{

文 2A

文 2B

}
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample6_3.java

// if ～ else文

import javaoio.*」

class Sample6_

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

{

//キーボード入力の準備

BufferedReader br」

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))3

int i」

system.out.println(“ 整数を入力 してください。・ )」

i=Integer.parselnt(br.readLine())j

//入力された値を if～ else文で判断 し、

if鮭
5■)//入力値が■であればこのブロックを処理する

lse//入力値が1以タトであればこのブロックを処理する

system.out.println(・ 1以外が入力されました。
‖
)5

system.out.println(‖ 1を入力して<ださい。
‖
)j

System.out.println(・ 処理を終了 します。“)メ
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実行画面 ■

整数を入力してください。

1  優勇フ

■が入力されました。

1が選択されました。

処理を終了します。

- 7/■ 1 -



実行画面 2

整数を入力してください。

2  優髪
p

l以外が入力されました。

1を入力してください。

処理を終了します。

‐    if～ else文の入れ子

if文や if～else文は、■つの文です

if文や if～else文 を他の if文や if～else文に入れることができます

if(E三二□) if 5に・
  else  if5t 2

堰上ヽf文やif～else文は■つの文ですのでブロックを書かなくてもエラーにはなりません
しかし、次のように ifと elseの対応が一意的ではなくなる場合があります

if(条 件 A )if(条 件 B )区 ≡ヨ else区 ョ

このような場合、

『]avaは逐次的に elseを elseと対応のない直前の ifと対応付けます』

if(条件A )if(医件ヨ )区 ヨ

]avaの解釈

タト倶」に if文

内倶」に if～else文

誤解を招きますので次のようにブロックを入れて明示しましょう

if(条 件 A)(if(医 件 ヨ )区 ヨ }elSe区 コ

このような場合は、最初からブロックを付けて明示すると誤解もな<なり良いでしょう

if(巨三二∃) { if 5に・  } else { if 5て 2 }
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ソースコード例

ソースファイル名 :Sample6二4.java

〃 if～ elSe文の入れ子

■mport java。 ■o。  」

class Sample6_

{

public static void main(String[]

{

外
似
υ

argS)thrOws IOException

//キ ーボー ド入力の準備

BufferedReader br5

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))」

int i3

system.out.println(“ 整数を入力 してください。
m)」

i=Integer.parselnt(br.readLine())」

//入力された値を if～ else文の入れ子で判断 し、

if(i==■ )//入力値が■であればこのブロックを処理する

{

system.outoprintln(‖ 1が入力されました。
‖

)」

system.out.println(・ ■が選択され意した。
‖
)3

}

else//入力値 1以外で、

{

if(入
V党 //入力値が 2であればこのブロックを処理する

System.out.println(‖ 2が入力されました。・)3

system.out.println(・ 2が選択されました。
‖
)3

}

else//2でなければこのブロックを処理する

{

system.out.println(‖ 1または 2を入力してください。")3

}

}

System.out.println("処理を終了します。")3
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実行画面 ■

整数を入力 してください。

l  g袋フ

1が入力されました。

1が選択されました。

処理を終了します。

実行画面 2

整数を入力してください。

2 の

2が入力されました。

2が選択されました。

処理を終了します。

島」
1旧れてきたら、Sample6_4.jaVaで 出てきた左側のような if～else文の入れ子を

右倶」のように書<とより読みやすくなり、良いでしよう

どちらも同じ処理ですので分かりやすい方で書いてください

if(条件 A )
{

文 ■ j

}

else

{ if(条
件 B )

{

文 23
)

else

{

文 33
}

}

整数を入力してください。

3 a

lまたは 2を入力してください。

処理を終了します。

Javaの解釈による

ifと elseの対応

左側と同 じ処理を

しているのがわか

り意すね

・卜if(条件 A )
{

文 1;
}           ____

.野 こlse if(条件B )島…

{

文 23
}

else く・・,・・・'。・・…・・・・・・・・・・・…・・

{

文 35
}
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鰻 今日の請義のまとめ 翻

・ 関係演算子は、オペランドのどちらが大きいか小さいか、またそれらが等しいかどうかを

演算します。演算結果は、真の場合には true、 偽の場合には falseです。

・ if文は条件判断を行います。条件が真の場合には、指定された文が実行されます。

・ ホワイトスペースとは、改行やスペース、タブ、改項のことです。これらは処理に影響を

与えませんので、上手に用いて見やすいコードを心がけましょう。

・ if～else文は、条件が真の場合に実行される文と、条件が偽の場合に実行される文の両方

を指定できます。

・ if文や if～else文を他の if文などにいれて、入れ子にすることができます。
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